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本学は2019年に南三陸町と教育・学術研究、地域・産業の振興及び人材の育成に寄与することを目的とし、連携協力に関する協定を締結した。これを機に本研
究室では南三陸町の学校給食の献立を考案するとともに、児童・生徒への食育活動を行ってきた。
2020年度はタコ、秋鮭、小松菜を使用した学校給食の献立を考案した。さらには、食育活動として「南三陸町と海産物について」をテーマに栄養教育を給食提供

時に行う予定であったが、新型コロナウィルス蔓延防止対策のため現地には出向かず、事前に録画をしたDVDを視聴してもらい、その後に南三陸町立入谷小学
校6年生の児童の方々とオンライン交流を行った。
2021年度は笹かまぼこ、たらを使用した学校給食の献立を考案した。さらには、食育活動として「笹かまぼこについて」をテーマに栄養教育を給食提供時に行う
予定であったが、2020年度同様に、現地に出向くことができなかったため、事前に録画をしたDVDを視聴してもらい、その後に南三陸町立志津川小学校6年生の児
童の方々とオンライン交流を行った。
2022年度は、ホヤ、たこ、わかめ、笹かまぼこを使用した学校給食の献立を考案した。7月には南三陸町を訪問し、南三陸町学校給食センターの見学後、南三陸
町立志津川小学校を訪問し、「ホヤについて」をテーマに作成した食育動画を視聴してもらうとともに南三陸町立志津川小学校の児童の方々と交流を行った。

【プロジェクト実施内容】
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本プロジェクトでは、食育活動を経て、児童にとって身近な食べ物の新しい食べ方を示すことで、改めて地元の食への興味関心を高めることが分かった。このこ
とから、食育活動の重要性を再認識した。
また、地域・産業の振興に寄与することを目的として始まった地域連携活動は、地場産物を活用して献立を考案することで、地域の特産品の普及や地産地消に
貢献できることが分かった。
さらに、普段は関わることのできない方々との交流の場ともなり、様々な方との交流を通じて、児童・生徒および私たちも南三陸町の魅力を改めて感じる機会と
なったことから、地域連携活動を行っていくことはとても重要であると感じた。


